
レバー（灰）

ピン

小

大

ピン固定位置

便器洗浄ユニット

・突起を取付穴側
・根元まで押し込む

コードはタンク
外側に垂らす

切り欠きを上

ナットスペーサー
(丸形)

回り止め

取付穴取付穴

便器洗浄ユニット

表示マエ

①便器洗浄ユニットに
　回り止めをセットし、
　取付穴に差し込む。

切り欠きを上

突起を取付穴側

●印を上

回り止め

回り止めを
根元まで押し込む
(押力はかためです)

樹脂タンク
カバー(右）

既設スリット
カバー

スリットカバー

レバーが抜けないことを確認する

A

B

C

BまたはC
（下表参照）

A B C

剥離

※注) ＜HE10JK系ー②＞のみ
        金属玉鎖の場合は、オプション品HH08008Zをご注文ください。
         上記品がないと、リモコン便器洗浄は取り付きません。

取付位置の確認

施工手順

HE10JK系

共通

受信ユニットの取付位置を確認する。

※流動方式の場合は、流動レバーを外さないと樹脂タンクカバーが外せない
　ようになっています。

※取り外したハンドル部品は使わないでください。

コード

スリットカバー

HE10JK系-①の場合

HE10JK系-①の場合はここから

HE10JK系-②の場合のみ

HE10JK系-②の場合のみ

HE10JK系-①の場合のみ

HE10JK系-①の場合

HE10JK系-①の場合のみ

HE10JK系-②の場合

HE10JK系-②の場合

ハンドル

樹脂タンク
カバー(右)

樹脂タンク
カバー

QR(一般地) SH30B系、SH31B系
SH32B系、SH33B系

その他
SH370系、SH371系
SS370BA系
SS371BA系

レスティカ
(一般地)
CSR
(一般地)

SH90B系、SH91B系
SH92B系、SH93B系

SH680B系
SH681B系

マンション
リモデル

SH560B系、SH561B系
SH564B系、SH565B系

CSR
(一般地)

SH670B系
SH671B系

350 350

（単位：mm）

5
3
5

注1）給水位置の下には、受信ユニットを置かないでください。
注2）リモコンと受信ユニットは、できるだけ同じ側に置いて
　　  ください。
注3）棚があると、受信性能が低下しますので、棚の下には
　　  設置しないでください。
注4）受信ユニットは必ず480mm以上の高さにして、便器
　　  洗浄ユニットのコードとACアダプターのコードが届く
　　  範囲内で設置してください。
　　  ※コード長さ 便器洗浄ユニット1.5m

.....受信ユニット推奨位置

＜HE10JK系-①＞
ピュアレスト／ピュアレストEX／ピュアレストQR（一般地・寒冷地）
SH110B系
SH111B系
SS110BF・BN系
SS111BF・BN系

SH112B系
SH113B系
SS112BF・BN系
SS113BF・BN系

SH50B系
SH51B系
SS50BF・BN系
SS51BF・BN系

SH60B系
SH61B系
SS60BF・BN系
SS61BF・BN系

SH260B系
SH261B系
SS260BF・BN系
SS261BF・BN系

＜HE10JK系-②＞※注)
QR(一般地)／レスティカ(一般地)／CSR(一般地)／マンションリモデル／その他
SH30B系
SH31B系
SH32B系
SH33B系

SH90B系
SH91B系
SH92B系
SH93B系

SH670B系
SH671B系
SH680B系
SH681B系

SH560B系
SH561B系
SH564B系
SH565B系

＜HE20JK系-①＞
QR(寒冷地)／レスティカ(寒冷地)／CSR(寒冷地)／NEW CS／その他
SS30BF・BN系
SS31BF・BN系
SS32BF・BN系
SS33BF・BN系

SS90BF・BN系
SS91BF・BN系
SS92BF・BN系
SS93BF・BN系

SS680BF・BN系
SS681BF・BN系
SS370BF・BN系
SS371BF・BN系

S790BF・B
S791BF・B

＜HE20JK系-②＞
CSR(寒冷地)／CS430系／NEW CS
SS670BF・BN系
SS671BF・BN系

SS430B系
SS431B系

S770BF・B
S771BF・B

【商品別該当品番（タンク）一覧表】
下記表を参考にして、該当商品を選び、施工手順に従って取り付けてください。

﹇
タ
ン
ク
品
番
﹈

﹇
タ
ン
ク
品
番
﹈

﹇
タ
ン
ク
品
番
﹈

﹇
タ
ン
ク
品
番
﹈

SS430BF・BN系
SS431BF・BN系

❶既設のスリットカバーを外したあと同梱のスリットカバーを取り付ける。

❶止水栓を閉めてロータンク内の水を抜く。
❷ロータンクふたを取り外す。

樹脂タンクカバーも取り外す。

❷コードをスリットカバーに通し、
便器洗浄ユニットを取付穴に差し込む。

❸便器洗浄ユニットの●印を上にしてロータンクに取り付ける。

❹外した樹脂タンクカバー(右)を取り付ける。

❺便器洗浄ユニットのピン固定位置までレバーを差し込みピンで固定する。

❸既設のハンドルを取り外す。

❹樹脂タンクカバー(右)を
取り外す。

止水栓の真下やまわりにリモコン
や受信ユニットを置かない
結露などにより火災や感電、
故障の原因になります。

警告

禁 止

既設ハンドルの取り外し1

便器洗浄ユニットの取り付け2

❸ ❽、 、 ～～ を参照してください。1 2 54

HE20JK系-①の場合 HE20JK系-②の場合
、 ～ を参照してください。1 3 5 、 ～ を参照してください。1 3 5

HE10JK系-②の場合
❶ ❸、 、、 ～～ ❺ ❽～ を参照してください。1 2 54

樹脂タンク上面

タンク内側
より見る

①貼付面は水ぶきし、乾燥させる。

②付属のスリットカ
バーを樹脂タンク
内側の上面にあわ
せて貼り付ける。

樹脂タンク上面

HE10JK系-①の場合

SH370系
SH371系
SS370BA系
SS371BA系

② ① 
④ 

流動レバー 

止め輪 

つめ 

② 
① ④ 

③ 

樹脂タンク
カバー（左） 

樹脂タンク
カバー（左） 

〈パターンAの場合〉
　流動レバーを後ろから操作するタイプ

商品によって流動レバー
の形状が異なります。

〈パターンBの場合〉
　流動レバーが後ろに出て横から操作するタイプ

③ 

止め輪 

つめ 

①止め輪のつめ部分
　を広げます。
②止め輪をスライド
　させ、外します。 
③流動レバーを外し
　ます。
④樹脂タンクカバー
　（左）を持ち上げて
　外します。

流動方式の場合

※ユニット本体に
　通して取り付ける

②便器洗浄ユニットにスペーサー
　(丸形)をセットする。
③ロータンクとのすき間がなくなる
　までモンキーレンチでナットを
　しっかり締め付ける。



印を右

①ハンドルが「大」側、「小」側へ正常に作動
　すること。
②レバーがボールタップなどに干渉しないこと。
③ハンドルを「大」側に回したときは、上下両
　方の排水弁が開くこと。
④ハンドルを「小」側に回したときは、上側の
　排水弁のみが開くこと。

①　を右にしてストッパーAを
　はめ込み、皿ねじで固定する。

②「カチッ」と音がするまでハンドルを
　差し込む。

①ハンドルが「大」側、「小」側へ正常に作動
　すること。
②レバーがボールタップなどに干渉しないこと。
③ハンドルを「大」側に回したときは、上下両
　方の排水弁が開くこと。
④ハンドルを「小」側に回したときは、上側の
　排水弁のみが開くこと。

ストッパーA(黒）
皿ねじ

（φ3×10）

ハンドル

①　 印を上にしてストッパーAを
　はめ込み、皿ねじで固定する。

②「カチッ」と音がするまでハンドル
　を差し込む。

①コードフックを貼り付ける。
（1）陶器表面の水滴をふき取る。
（2）付属のサンドペーパーで貼り付け面をこする。
（3）水につからない位置に貼り付ける。

②コードはふたの切り欠き部を通して
　配線する。

印を上

コード
コードフック

切り欠き部

注　意
ガタツキがないように
しっかり締め付けること

注　意

注　意
ガタツキがないように
しっかり締め付けること

ストッパーA(黒)
皿ねじ

（φ3×10）
ハンドル

1～2玉 1～
2玉

既設のクリップを
使用してください。

注　意

レバー（ピンク）

レバー（灰）

ピン

ピン

便器洗浄
ユニット

△印を上

スぺーサー

C表示をスぺーサー側

B刻印を上

A刻印を上

突起を取付穴側

コードはタンク外側に垂らす

①便器洗浄ユニットに回り止めを
　セットし、取付穴に差し込む。

△印を上

切り欠きを上
突起を取付穴側

回り止めを根元まで押し込む
（押力はかためです）

①それぞれのプラグを受信ユニットに差し込む。（下図参照）
②下に回転させ、カバー内に収める。

便器洗浄
ユニットのプラグ

ACアダプターの
プラグ

受信ユニット

受信ユニット

差し込む

差し込む

回転して
挿入する

回転して
挿入する

シール

排水弁が上がらない程度に玉鎖を
張った状態でスリットに差し込む。
(レバー部スリットに差し込むこと
 で適度（約1～2玉）にたるみます）

樹脂タンクカバー

小
側大

側

小
側

大
側

（小側)（小側)

(大側)

(大側)(大側)

玉を横にして
丸いへこみ部
に入れ、スリッ
トの奥まで確
実に差し込む。

玉を横にせずに丸い
へこみ部に入れると、
奥まで入らず、玉鎖
が作動中に外れるこ
とがあります。

❻ハンドルを取り付ける。

❶コードフックを取り付け、コードを配線する。

❷便器洗浄ユニットのプラグとACアダプターのプラグを受信ユニットに
差し込む。

❸ハンドルを取り付ける。

❹玉鎖の長さを調整する。

❺ハンドルと排水弁の作動を確認する。

❼玉鎖の長さを調整する。

❽ハンドルと排水弁の作動を確認する。

プラグを逆に差し
込まない
壊れる可能性があ
ります。

注意

禁 止

コードフックの取り付けとコードの配線4
HE20JK系

4
便器洗浄ユニット取り付け後は、
　  コードフックの取り付けとコードの配線に進んで
ください。

共通

排水弁が上がらない程度に玉鎖を張った状
態でスリットに差し込む。
（レバー部スリットに差し込むことで適度
（約1～2玉）にたるみます）

※右給水の場合も
　レバー（ピンク）は、排水弁（大）、
　レバー（灰）は、排水弁（小）
　になります。

小
側

大
側

※ピンをセットしたあとレバーが抜けないことを確認する。

❷便器洗浄ユニットの△印を上にして、ロータンクに取り付ける。

HE20JK系-①の場合

HE20JK系-②の場合

❶便器洗浄ユニットの△印を上にして、レバー（ピンク）、レバー（灰）、
　スぺーサー、ピンを取り付ける。

便器洗浄ユニットの取り付け3

開ける
閉める

スペーサー(丸形)

回り止め

ナット
表示マエ

取付穴取付穴

便器洗浄ユニット
回り止め

切り欠きを上

②便器洗浄ユニットにスペー
　サー(丸形)をセットする。
③ロータンクとのすき間がな
　くなるまでモンキーレンチ
　でナットをしっかり締め付
　ける。



壁

ハンドルを手で操作して、便器洗浄が大・小洗浄とも
正常に行われることを確認する。

❶ロータンクの止水栓を開ける。
❷手動で便器洗浄を確認する。

❸リモコンによる便器洗浄を確認する。

※本紙記載の品番は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

正常に作動しない場合

「大」「小」スイッチを押して
 便器洗浄を行うことを確認する。
※連続して押すと作動しません。
　10秒以上間隔をとってください。

● ハンドルは正しく取り替えましたか？
● 玉鎖を大小間違えて取り付けていませんか？
● 玉鎖がたるみすぎ、張りすぎていませんか？
● ボールタップが正しく取り付いていますか？
● 浮玉がレバーと干渉せず、真下に下りるように取り付いていますか？

壁にφ3 の下穴をあけると取
り付けやすくなります。
石膏ボードやタイルの壁の場
合は、φ6 深さ 33mm の下穴
をあけ、付属のアンカープラグ
を使って取り付けてください。

壁にφ3の下穴をあけると取り付け
やすくなります。
石膏ボードやタイルの壁の場合は、
φ6深さ33mmの下穴をあけ、
付属のアンカープラグを使って取り
付けてください。

アンカープラグ

ハンガー

ねじ

受信ユニット

ハンガー

セットする

（単位：mm）

❻リモコンに固定部品を取り付け
　てセットする。

　 受信ユニットをハンガーにセットする。

❾ハンガーをねじで壁に取り付ける。

　 ハンガーの固定板取付位置(左右2カ所)に固定板を差し込む。

❸リモコンの取付位置を決める。

❹受信ユニットの取付位置を決める。

❺リモコンハンガーをねじで壁に
　取り付ける。

   ACアダプターをコンセントに差し込む。

   固定板の穴にねじを差し込み、プラスドライバーで止まるまで締める。

取り付け後の確認

ACアダプターの差し込み
プラグを根元まで確実に
コンセントに差し込む。

ACアダプターは、必ずコードが
下向きになるように取り付ける
コードを上向きに取り付けると、
ACアダプターの差し込みがあまく
なり、感電の原因になります。

警告

必ず実行

リモコンと受信ユニットの取り付け5

コードフックの取り付け時に余ったコードフックは、配線が
たるまないようタンク背面に貼り付けて使用してください。

❶リモコンとハンガーを取り外す。
❷リモコン裏面の電池カバーを開け、単3乾電池2個を正しく入れる。

共通

350 350

（単位：mm）

5
3
5

.....受信ユニット推奨位置

※同梱の取扱説明書は、必ずお客様にお渡しください｡

「カチッ」と音が
するまで差し込む

ハンガーへの取り付けかた

アンカープラグ
（石膏ボードや
　タイル壁の場合）

リモコン
ハンガー

ねじ①

φ6深さ33mm×3
（下穴）

電池カバー

単3乾電池 2個

開ける開ける開ける
閉める閉める閉める

❼リモコンをリモコンハンガー
　にセットする。

「カチッ」と音が
するまで差し込む

リモコンハンガーへの
取り付けかた

リモコン

プラスドライバー

固定部品

ねじ②
固定部品
取付位置

固定板取付位置
（左右2カ所） 固定板は、「カチッ」

と音がするまでしっかりと差し込む

こちら側
から差し
込む

こちらを
壁面に
向ける

抜けなくなる可能性があります。

差し込む
カチッ

カチッ
注　意
固定板を逆向きに差し込まないこと

カチッ

カチッ

リモコン
ハンガー

リモコン部

受信ユニット部

リモコン

ハンガー

…取付位置の目安
…使いやすい
　位置の目安

450

770950122
0

150 「流す（大）」ボタンを押して便器洗浄を
行うことを確認する
作動しない場合
➡リモコンの位置を変えるか、反対側
の壁で確認
※下記の場合、リモコンの受信性能が
変わり、ウォシュレット本体が動作
しないことがあります。
室内の広さ、壁、材質などの条件が
あわないとき
黒っぽい天井や壁のとき
インバーター方式の照明下のとき

【作動の確認】

公共トイレ操作系JIS（JIS S 0026）に対応する場合は、下記位置に取り付けてください。

便座
先端

100
10

200便器洗浄リモコンハンガーと
リモコンハンガーの高さをそろえる

呼び出しボタン
（当社の取り扱い製品
　ではありません。）

リモコン
（取付方法は
　ウォシュレットの
　施工説明書をご確
　認ください。）

便器洗浄
リモコンハンガー

便器洗浄
リモコン

リモコンハンガー

①

②
300 ※容易に外したい場合は、ねじを固定せずにご使用ください。

リモコン裏面

❽リモコンハンガーとリモコンをねじ①で固定する。

壁

リモコンハンガー
リモコン

ねじ①

アンカープラグ
（石膏ボードやタイル壁の場合）

　※容易に外したい場合は、ねじを固定せずにご使用ください。

ねじ

受信ユニットハンガー

プラス
ドライバー

※プラスドライバーは、先端が
　細めのタイプ（ビットサイズ：
　No.1または精密ドライバー)
　を使用してください。
※ねじが止まったあとも、さら
　に締め付けると、ハンガーな
　どが破損するおそれがありま
　す。

取付穴

ハンドル

受信ユニット
（駆動部）

ACアダプター
（電源部）

タンク式

※左図はタンクと壁の間の
　コード配置です。

※連立対応については「取り付け前に」
　をご参照ください。


	施工手順

